
　　　　　　　　　　　　　若槻尋常小学校沿革史を参考

　　　　　　　　　（明治25年3月31日　丸山梅太郎訓導　編纂）

　戸籍区（１校） 　大区小区制 　旧村分立時代（４校）

0 明治６年８月１日　（１８７３） 7年10月 8年1月 8年4月 8年5月 10年5月 12年9月

１（稲田・徳間） （進明学校） 　　　15.6　新町学校
アラマチ

と改称（三教室）→

２（東條） 　（現徳間１丁目２３若月哲雄氏宅） 　承運学校(東條村東泉寺を仮校舎４教室）分離独立（現東条会館）→ ２（承運学校） 　13.3　成承学校と改称→

３（田子・上野） （成致学校）

４（吉村） 　共愛学校（吉村字藤原の廃堂を利用１教室７×5間）分立（現　　　）→ （共愛学校） 　　　15.8　吉村学校と改称→

５・６・７・８
（檀田村）
（浅川地区村）

進明学校学区　７ヶ村+二部落《東條・上野・田子・吉 / 稲積・山田・徳間村＋西條村徳間・稲倉（旧天領）》　（7.12.7稲積・山田村合併し稲田村に）

①Ｍ5.8学制布告　下等小学（８級４年）・上等小学（〃）により学校設立
①Ｍ５戸籍法（戸籍区５００～６００戸を強制的に一つにまとめる）　②Ｍ７大区小区制（さらに大きな行政単位をつくるが、）　　③Ｍ12郡区町村編制法（大区小区制を廃止、その代わりにまず郡を単位として新設、各村は再び分立）

　再び統合へ（１校） 二村に（稲田区吉田村への分合問題新校舎へ 　　　　　　　　　　　　　　　新校舎へ

7 19年4月1日 22年4月 26年12月 42年4月 43年10月12日

１（稲田・徳間） 　新町仮分教場→ ・寺田校舎は補修学校棟として移転利用

２（東條） ３．組合立東條学校（七校を統合）→ ６．東條字清水の現在地に　ルーツ２

３（田子・上野） 　　田子仮教室

４（吉村） 　吉村支校→ 藤原支校と改称 →　26.4（紛糾）

５（檀田） 　西条支校

６（西條） 25年稲田地区、吉田村へ分合（分村）願い

７（伺去真光寺)

８（北郷） 　北郷支校→

　派出所４→坂中（西条村内）

　　　　清水（伺去真光寺村内）・畑山・門沢（北郷村内）

　　④Ｍ18郡区町村会法改正（５００戸以上を再び連合させる）　⑤Ｍ22「市制・町村制」施行（それぞれの事情により今の村のまとまりができる）

進明学校　明治6年～

明治  6年 8月 1日 第61区 第16番小学校 長見寺 　 承運学校　明治8年～
　　　　　　（長野県管内中学区６５９小学区）

明治  7年 1月30日　 　　　第6大学区 第14中学区 第16番小学校 明治  8年 4月 第6大学区 第14中学区 第83番小学校 東泉寺

明治10年 4月 五つ屋に２棟 　 明治12年 9月 字町に２棟（４７３歩）

明治13年 3月18日 第12番小学区 明治13年 3月18日 第23番小学

明治14年12月22日 第13番小学 明治14年12月22日 第24番小学
明治15年 6月14日 新町学校に改称 　

　　　　　　　　明治19年４月1日統合により廃校　東條学校に

男子 女子 計
16 0 明治22年４月 1889 若槻尋常小学校設立 校舎は旧東条学校（東条字町） 199 38 237

20 4 明治26年12月 1893 徳間字寺田に新校舎移転

29 13 明治35年 1902 若槻女子補習学校併設

31 15 明治37年 1904 若槻農業補習学校

35 19 明治41年7月 1908 新校舎敷地　東条字清水の現在地に決定
36 20 明治42年4月 1909 若槻尋常高等小学校 ４３．１新校舎に 修学旅行（直江津・高田）
37 21 0 明治43年 1910 43年10月12日　現在地（字清水）での開校式　　校歌・記念樹

檀田・吉分教場（冬期　昭和14年まで）

53 37 16 大正15年 1926 旧北校舎増築青年訓練所
若槻青年学校

62 46 25 昭和10年 1935

68 52 31 昭和16年 1941 若槻国民学校 475 384 859
37

71 55 34 昭和19年 1944 467 409 876 38
72 56 35 昭和20年 1945 疎開により児童数増 499 483 982 39
73 57 36 昭和21年 1946 40
74 58 37 昭和22年 1947 若槻村立若槻小学校 若槻中学校併設 41
75 59 38 昭和23年 1948 旧北校舎東増築 390 368 758 42

43
78 62 41 昭和26年 1951 旧東校舎増築 44

45 学級
81 65 44 昭和29年 1954 長野市立若槻小学校 町村合併・再編成（２９・３０年） 352 333 685 46
82 66 45 昭和30年5月 1955 若槻小・中養護教室（長野療養所内） 47 1040 25

48 1082 26
86 70 49 昭和34年 1959 49 1118 5.1 27
87 71 50 昭和35年5月 1960 養護分校 50 11835月20日 29

　　　　　　9月 1960 北部中学校開校 308 318 626 51 1278 30
52

89 73 52 昭和37年 1962 上野ケ丘入居開始 53
54 1563 5.2 38

92 76 55 昭和40年 1965 北体育館 55 1619 4.18
93 77 56 昭和41年 1966 町村合併（松代････） 56 1198 5.2 40
94 78 57 昭和42年 1967 若槻団地入居開始 57 1159
95 79 58 昭和43年 1968 344 320 664 58 1092
96 80 59 昭和44年 1969 学区変更（檀田地区児童湯谷小へ） 401 345 746 59 1036 4.3
97 81 60 昭和45年 1970 東徳間入居　　　　　　　　飯綱高原学校開始 60 983
98 82 61 昭和46年 1971 中校舎新築 県立若槻養護学校 507 459 966 61 944
99 83 62 昭和47年 1972 北校舎・小プール 507 459 966 62 894 4.1

63 836
101 85 64 昭和49年 1974 　　　　　　　　　　　　　　　臨海学校（百川）開始 545 493 1038 1 785 5.12
102 86 65 昭和50年 1975 南校舎 572 546 1118 2 773 5.3
103 87 66 昭和51年 1976 上野団地入居開始 3 744 5.1
104 88 67 昭和52年 1977 南体育館・昇降口・南校舎増築・大プール 609 574 1183 4 727 5.1
105 89 68 昭和53年 1978 5 699 5.1
106 90 69 昭和54年 1979 769 790 1559 6 683 5.1

昭和55年 1980 児童最大　超過密 808 812 1620 7 682 5.1
108 92 71 昭和56年 1981 徳間小学校開校 602 597 1199 8 717 5.7
109 93 72 昭和57年 1982 594 564 1158 9 712 5.6

10 705 5.6
115 99 78 昭和63年 1988 836 11 702 5.6

平成元年 1989 開校100周年 396 383 779 12 696 5.22
13 689 5.25

126 110 89 平成11年 1999 702 14 666 5.25
15 666 5.1

131 115 94 平成16年 2004 356 320 676 16 676 5.1 24
132 116 95 平成17年 2005 平成の町村合併（豊野････） 342 328 670 17 670 5.1 25
133 117 96 平成18年 2006 開校117年　現在地96年 343 332 675 18 675 5.1 26
134 118 97 平成19年 2007 336 314 650 19 650 5.1 24
135 119 98 平成20年 2008 321 307 628 20 628 5.1 24

平成21年 2009 開校120周年 306 286 592 21 592 5.1 22
137 121100周年平成22年 2010 　　　　　　　現在地100年 278 286 564 22 564 5.1 21

15年8月

②Ｍ12.9教育令　初等科（６級３年）・中等科（〃）・高等科（４級２年）へ

 ⑤Ｍ25.4新小学校令（国民教育へ）により学校位置変更へ ⑦Ｍ41.4再改正新小学校令により義務教育6年・高等科2年（3年）新校舎建築へ

若槻村・浅川村２村に最終的に併合22.5.31　（檀田も若槻村に）

　　　④Ｍ20.4小学校令（尋常小学科・義務制）で尋常小へ

　　洋風二階１棟増築５教室（現　　？　　　）

１０ｹ村連合戸長役場が東條に１０ｹ村一行政区　（檀田・稲田・徳間 / 東條・上野・田子・吉 / 西條・伺去(ｼﾔﾘ)真光寺・北郷）

５．徳間字寺田に新校舎

（北郷学校）　

五ツ屋派出所（旧新町校舎）→五ツ屋分教場

 26.9　鴫原分教場を吉字鴫原（ｼｷ゙ﾊﾗ）に新設で落ち着く
　　　　　　（田子池東　現金丸徳太郎氏宅辺り？）

　　　　浅川尋常小学校

（開育学校）　

 26年7月20日　建築地横の長見寺と民家二戸を借り移転
　　                   12月新校舎へ（現徳間１丁目２６藤沢氏宅辺り)

（清真学校）　

高等科併設し
　若槻尋常高等小学校に

（41.7　新校舎の位置東条に決定）
　　　　　檀田・吉の中間地点か

・玄関南正面に校門大小４基移転

・鴫原文教場は裁縫室・唱歌室棟として移転
・冬期分教場を檀田・吉（現公会堂）に設置

（新町学校）　

（成承学校）　

（成致学校）　

（吉村学校）　

４．若槻尋常小学校　ルーツ１　→
教室狭く新校舎校舎の位置の課

若槻小学校の沿革と児童数・学級数の変遷

東條村字町に校舎二棟４教室→

徳間村字五ツ屋に新校舎二棟→
　　　　（現徳間１丁目１５　ハイツたけこし辺り）

第２０番小学区　清真学校（真光寺村に）（学区　檀田村＋浅川地区各村）　　→　　西條村押田に開育学校分立（檀田村も）

☆学制以前　　各部落に寺子屋がある。明治5年8月の学制布告により、一年後の明治6年8月に学校設立となる

 田子分校　→
　（地蔵院）

 田子学校独立→
　１教室10×4間

成致学校（田子村字北町の民家に移転５教室）
　　　（現　　　　　　　　　　）

１．進明学校（西条村徳間組字寺田長見寺を仮校舎・２教室）→

50周年記念誌

70周年記念誌

若槻小学校百年史

120周年


